
7月号  広報いの27

▶開館時間：9：00～17：00

▶休 館 日：毎週月曜日（ただし、祝日は開館し翌日休館）

▶電話番号：８９３－０８８６

▶入 館 料：大人 500円 ／ 小中高生 100円

　　　　　　65歳以上 250円（要年齢証明）

＊販売コーナーは、入場無料です。

＊購入日から1年間、何度でも入場できるお得な年間観覧券（1,500円）販売中！

 http://kamihaku.com/

検索

◆第21回2018高知家の大模型展示会　7月1日（日）～7月8日（日）

◆田村晴彦和紙工芸展　7月12日（木）～7月25日（水）

◆第33回紙とあそぼう作品展　7月24日（火）～8月19日（日）

◆高知の産業発展に尽くしてきた電車展～紙の町で辿る～　7月24日（火）～8月19日（日）

土佐模型クラブなど県内外の模型愛好家たちが制作した様々なジャンルの模型を展示します。

いの町在住の手すき和紙職人・工芸家の田村晴彦氏の工芸作品を展示します。

紙の可能性を探り、幼児から小・中学生が紙を使って制作した作品を展示します。

※本展は玄関ロビーにて展示していますので、入館料不要でご覧いただけます。

　会期中には体験イベントも開催します。詳細は下欄をご覧ください。

ギャラリー・コパ　　 ▶電話番号：８９３－１２００　　▶開館時間：9：00～17：00

◇浪漫堂　盛夏の創作和布展

　7月4日（水）～7月8日（日）

　和布の洋服、小物、アクセサ

リー、和雑貨、手づくり材料、

古布など約300点以上を展示

します。

◇夏の山野草展

　7月12日（木）～7月19日（木）

　夏の山野草、山アジサイ、蘭

科植物、カンアオイ、シダ　

合計150鉢を展示します。

◇古布・着物リメイク服展

　7月21日（土）～7月29日（日）

　着物で作った世界に一つしか

ないリメイク洋服、バッグ、

焼物、油画など、約250点を

展示します。

　　　　　　　　その②土佐典具帖紙をつくりました

　今の岐阜県で作られていた紙を伊野へ持ち帰って改良したものが、土佐典具帖紙です。その厚さはなんと0.03～

0.05mm！さらに、こんなに薄いのに、しなやかで破れにくいという特徴があります。この紙はタイプライター用原紙

として、伊野から世界へたくさん輸出されました。

そして、このような輸出される大量の紙を運ぶために開通したのが、伊野の路面電車なのです。

＊＊源太さん５つの大仕事！＊＊

吉井源太没後110年　記念企画展　　10月6日（土）～11月11日（日）　

「紙の交流・源太と日本の和紙産地−明治から始まった絆を、新たに結ぶ−」　

土佐紙業界の恩人・吉井源太を知る

　吉井源太は幕末に伊野で生まれ、明治の終わりに亡くなるまで、製紙家として活躍し、日本紙業界

の発展に全生涯を捧げ様々な功績を残しています。

　ここでは、10月6日から始まる企画展開催を記念して、彼の功績を紹介します。

高知の産業発展に尽くしてきた電車展～紙の町で辿る～

7月24日（火）～8月19日（日）

路面電車と紙の町の歴史を感じる写真を和紙を用いて展示します。
テーマは伊野線の歴史発掘！紙を運ぶために開通した伊野の電車。
地域に眠る資料を掘起こし、みんなで作るまちの歴史をたどる展覧会。

※両日ともに参加費は無料ですが、

紙の博物館入場券（当日分）の

提示が必要です。

①5インチ模型運転体験（要申込）

▪日時：7/28（土）9：30～12：30

▪定員：21名

▪対象：小学4年生以上

▪申込：いの町紙の博物館（088-893-0886）まで

　　　　電話又はご来館時に受け付けます。

①5インチ模型乗車体験（申込不要）

▪日時：7/29（日）10：00～12：00

　　　　　 　　　　13：00～15：00

　　　　　 　　　　※受付は30分前まで

▪対象：4歳以上

▪申込：不要

★資料をお寄せください！！　　　・伊野線にまつわる写真、記念切符、時刻表など　　　・紙を運ぶ電車の写真、逸話

イベント


